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株主の皆様へ

売 上 高 • エンタテインメント関連の事業を手掛ける子会社の株式会社アップライツとその子会社の伸びが好調であるため、前回予
想を上回る⾒込み。

営 業 利 益 • 費⽤内訳の⾒直し等により修正。

特 別 損 益 等 • 親会社株主に帰属する当期純利益は主に貸倒引当⾦計上のためマイナスの増加。

1

本年4月19日の「債権の取⽴不能または取⽴遅延のお
それに関するお知らせ」ならびに、本日の「貸倒引当
⾦の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ」の適
時開⽰にある通り、今期の業績の下⽅修正を⾏ってお
ります。株主の皆様には大変ご迷惑をおかけしている
ことについて、深くお詫び申し上げます。
今後の事業運営におきましては、
・広範なリスクを考慮した現実的な経営
・既存事業の収益化推進と不採算部門の撤退
を進めて参ります。
引き続きご支援を賜りますよう、お願い申し上げます。

売 上 高 営業利益 経常利益
親会社株主に
帰属する当期

純利益
1株当たり
当期純利益

前回発表予想(A)

百万円
450

百万円
△1,233

百万円
△1,453

百万円
－

円 銭
－

今回発表予想(B) 500 △1,160 △1,330 △4,560 △339.73

増 減 額 ( B - A ) 50 73 123 △3,397 －

増 減 率 ( % ) 11.1 － － － －
(ご参考)前期実績
(2021年６⽉期) 2,196 △516 △834 4,051 371.25
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2第23期第３四半期 事業総括

法⼈向け主⼒製品である
「OKWAVE Plus」「GRATICA」の
営業活動とプロモーション活動を強
化・推進し、受注増加に向けた案件
数の積み上げを実施。

外部企業・団体との

連携強化
「OKWAVE Plus」「GRATICA」の認
知度向上、セールス強化を狙い、外部
企業や団体とのアライアンスや連携等
のリレーションシップ強化を積極展開。

プロモーション強化により

案件数が増加
M&Aによる子会社の連結で

売上拡大
エンターテインメント関連企業
アップライツの本四半期からの連
結取り込みにより、売上が拡大。
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第23期第３四半期 決算概要

売 上 高
• 2021年６月に⾏った当社の旧ソリューション事業（⼀部除く）の譲渡により売上の多くが減少。
• プラットフォーム事業のサービス強化やセールスチーム増強などを⾏ったこと、また当四半期より株式会社アップライツ

の売上により着実に積み上げ。

営 業 利 益 • 新規子会社取得による⼀時的なコストが発⽣、ならびに運営費⽤等が⾒込みを上回ったことから損益を計上。

特 別 損 益 等 • 主に貸倒引当⾦の計上により、前期から親会社株主に帰属する四半期純損失が拡大。

3
単位︓百万円

損益計算書
第22期 第23期 前年同期⽐

21年6月期 22年6月期

第3四半期 第3四半期 ⾦額 ⽐率(%)

売上高 1,655 313 △1,341 △81.1

原価 1,137 577 △560 △49.2

売上総利益 517 △264 △781 －

販売費及び⼀般管理費 918 562 △356 △38.8

営業利益 △401 △826 △425 －

経常利益 △449 △951 △501 －

親会社株主に帰属する
四半期純利益 △285 △4,183 △3,898 －
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法人税等

事業譲渡に
よる減少分

貸倒引当⾦に
よる減少分
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第23期第３四半期 セグメント概要 プラットフォーム事業

売 上 高
• 「OKWAVE Plus」「GRATICA」は新規受注に向けたプロモーションを強化し、案件数が増加傾向。
• 「OKWAVE」はサイト上で得られる広告収益の拡大施策を継続実施。
• 本四半期より、子会社化したアップライツ社の⾳楽制作、版権管理、コンサート制作等の売上が寄与。

セグメント損失 • 事業譲渡等の影響により、当セグメントの原価が⼀時的に増加。

4
単位︓百万円

個⼈向けサービスのQ&Aサイト「OKWAVE」と法⼈向け
サービスの「OKWAVE Plus」、法⼈向けサンクスカード
「GRATICA」の３サービスを提供。
本四半期より、⾳楽制作、版権管理、コンサート制作等の
アップライツ社が同事業に構成されます。 △ 400M

△ 300M

△ 200M

△ 100M

0M

100M

200M

300M

第22期Q2 第23期Q2

セグメント
損失

売上高 セグメント
損失

売上高

第22期Q3 第23期Q3

第22期 第23期 前年同期⽐
21年6月期 22年6月期

第3四半期 第3四半期 ⾦額 ⽐率(%)

売上高 63 284 220 248.7
セグメント損失 △ 329 △ 382 △ 52 -
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売 上 高 • アジア地域を中心に展開するオンライングリーティングカードサービス「DAVIA」は、引き続き堅調に推移。
• ブロックチェーン技術開発等の開発受託は、グループ会社のあるマレーシアでのコロナ禍と政権交代等の影響により軟調。

セ グ メ ン ト 損 失 • コストは前年同期⽐でほぼ横ばい。

5第23期第３四半期 セグメント概要 BSP事業※

※BSP事業＝ブロックチェーン及びボーダレスのサービスプロバイダー事業

当第1四半期より新設した同セグメントは、マレーシア・
ジョホールバルに拠点を置く子会社OK BLOCKCHAIN 
CENTREの事業にて構成

単位︓百万円

セグメント
損失

売上高 セグメント
損失

売上高

第22期Q3 第23期Q3

第22期 第23期 前年同期⽐
21年6月期 22年6月期

第3四半期 第3四半期 ⾦額 ⽐率(%)

売上高 30 29 △ 1 △ 3.6
セグメント損失 △ 93 △ 94 △ 1 -
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第23期第３四半期 トピックス 6
①プロモーション強化により案件数が増加 ②外部企業・団体との連携強化

①プロモーション
強化

• 「OKWAVE Plus」「GRATICA」共に、デジタルマーケティングやイベント出展などのセールスプロモーションを本格展開。
• 2021年12月から実施したOKWAVEのキャンペーン『年末・年始 解決促進キャンペーン』において回答者が堅調に拡大。
• 回答者への報酬と寄付による社会貢献を組み合わせた時代にマッチしたサービスとして2022年より本格展開へ。

②外部企業・団体
との連携強化

• 「GRATICA」においては外部連携の強化により、サンクスカードサービスにおける価値向上を図る。
• 「OKWAVE Plus」においては地⽅自治体への提供を加速すべく⼀般社団法⼈ 移住・交流推進機構（JOIN）との連携を強化
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売 上 拡 大 要 因 • アップライツ社が手がける⾳源制作、コンサート制作、著作権管理等のエンターテインメント関連サービスが売上に寄与。
• コロナ禍で自粛されてきた大型イベントの段階的解禁により、今後も制作案件の規模拡大が期待。

7第23期第３四半期 トピックス
③M&Aによる子会社の連結で売上拡大

詳細︓https://okwave.co.jp/news/group/10397/
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当 社 は ミ ッ シ ョ ン の 実 現 に 向 け て ゼ ロ か ら ⽣ ま れ 変 わ り ま す

ReBORN
互 い 助 け 合 い の 場 の 創 造 を 通 し て 、 物 心 両 面 の 幸 福 を 実 現 し 、 世 界 の 発 展 に 寄 与 す る 。

困っている⼈が悩みを相談でき、解決⼒のある⼈が助けることができる。

お互いをよりよい関係に向上させるサービスを世の中に提供する。

サービスの提供を通じて「ありがとう」の総量を増やしていくことを

最重要テーマとする。

OKWΛVE

8



Thank you
本発表において提供される資料ならびに情報は、

いわゆる｢⾒通し情報｣(forward-looking statements)を含みます｡
これらの⾒込みは、現在の想定に基づくものであり、実質的にこれら

の記述とは異なる結果を招き得る不確実性を含みます。
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